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金沢市営本多町プーーノレにおけろ

泳水の細菌学的考察

金沢大学医学部微生物学教室（主任　煎飯次敏授）
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緒

　夏期における学童の最：も楽しいレクリエーシ

ョンの場はプールであり，我が国においても各

地に一般開放の水泳プールを持つととは極めて

喜ばしいことであるが，ともすれば経済的な理

由から換水が減れ，叉消毒も不完全なままに放

置されているのを屡々みる．このような汚染さ

れたプールにおいては，溝化器伝染病，眼疾

患，耳疾患その他の伝染性疾患の流行の因とな

り得るととは否定できない．プール管理者にお

いても，泳水の消毒には常に頭を悩ます問題で

あるが，我が国におや・てはプール泳水に関する

法規は存在せす，夫々適宜な浩毒方法を行って

言

いる現状である．

　プール泳水の検査に関しては小島1），谷口2），

山口3），山元4）等の報告があり，叉外国におい

ては：The　American　Public　Health　Asrociatioll

やThe　New　York　City　Health　Departmentは

プール泳水中の一般細菌数及び大腸菌群数に関

する規定を定めている．

　今夏金沢市における一般開放プールである市

営プールの泳水の細菌学的検査を行い，多数の

利用者をもつプール泳水中の細菌数，浩毒剤の

影響などについて検査した結果を報告し，併せ

て愛当なる消毒方法について検討を試みた．

実験材料並びに方法

　検：査を行ったプールは金沢市営本多町プールで，縦

25mン横14m，深さ1・4～1・8mの勾配をなし，容量

500m3である．使用水は水道水で，約15時間で満水す

る・プールは午前9時より午後5時迄一般に開放する・

　細菌学的検査は1日1回乃至2回，一般細菌数と大

腸菌群数について行った．一般細菌数は検水0・1ml

を曹通塞天培地と混和培養し，37。C，48時三一の集落

数より原水1・Om1申の総：細菌数を算出した．大腸菌

群数は最確数5）（M・P・N・値）によった．検水1，

0・1，0・01m1（必要に応じて更に稀釈）系列にて推定

試験のみを行った．

　その他理化学的検査として，濁度は白陶土法5），残

留塩素量はヨウ素定量法5）によった．

　検査期間は昭和29年7月21日より8月5日迄の16日

間，その間7月26日1回換水を行った．7月21日～26

日の間は消毒剤（晒粉）を殆んど使用せず，27日～8

月5日の閤には可成の量の魎粉をプール閉鍍後に投入

した．
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検査　成績

　1．天候，気温，プール貯水水

温，入場人数，一般細菌数，大腸

菌群i数M．P．N．値，濁度，残留

塩素量，投入晒粉量につV・ては第；

1表に総括した通りである．7月

21日～26日の聞は晒粉を殆んど入

れなかったため，残留塩素量は最

初水道水中に含有する0．4P．P．m

を検出するのみで，以後は全く検

出できなかった．水泳開始前の泳

水は無菌であったが，約50人入揚

し，1時聞を経過した時には一般

細菌i数285，M．P．N．値は66とな

る．その後26日迄1日1回午後探

評し検査を行ったが，2日目には

一般細菌数が既に10，000以上，

M．P．N．値は2，400となる．以

後一・般細菌数は日を追って増加

し，5日目に至りLOOO，000を超

えるに至る．しかしM．P．N．値

は4日目に4，600に達してからは

それ以上の増加はみられなかっ

た．一般細菌数及びM．P．N．値

の変動は第1図に示した．

　7月27日～8月5日迄の期聞中

には，天候悪く入場人数の少なか

った第4，5，6日目を除V・て6kg

の晒粉（有効塩素量20％，計算量

は：2．2p．p．m．になる）をプール

閉鎖後に毎日投入した．この間の

泳水中の残留塩素量は可成り多

く，投入翌朝は0．4～0．9p．p．m．，

午後に至りて0．15～0．45p．p．m．

を示した．水が汚染されるに従っ

てヒの値は低下した．叉第4，5，

6日の投入晒粉量少ない時には，

それに応じて残留塩素量は少ない

か叉は検出されなかった．ヒの間
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の一般細’菌数及びM．P．N．値の

変動については第1表及び第2図

に示す如くであるが，晒粉を投入

しない前期間に比し一般に少なぐ

良好な成績を得た．特にM．P．N．

値は残留塩素が0．2P．P．m．以上

で，而も入場者のない時に採水す

れば殆んど0であった．ヒれに反

し一般細菌数は晒粉のために非常

に減少はするけれども，なお』水の

汚染著しい時期では品品乃至数万

を算えた．

　2．泳水中のBacteria1且oraにつ

v、て

　一般細菌数検査時における二天

培地表面の集落から適宜釣菌して

菌種を決定して，水の汚染に従っ

てi変化する：Bacteria田oraについ

て検索を行った．

　晒粉を投入しない晶晶におや・て

は，第1，2日目の泳水中からは，

：Bacillus　subtilis，：Baciilus　mesen－

tericus，：Bacillus　mycoides等の
、

Baci11us類及びStaphylococcus類

が多i数にみられるに反し，第4日

目以後の汚染された泳水中からは

BacillUS類は少なく，：黄色乃至榿色

の色素を形成する：F】avobacterium

第1図　7月21日～26日の一般細菌
　　数及びM．P．N．値の消長
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に属する菌群が圧倒的に多くなり，その他

Achronlobacter，　Staphylococcus　i類がみられる．

叉全期聞を通じProteus，　Escherichla等が検出

でき：た．

　晒粉投入期間のBacterlal　Horaでは，初期に

おV・て：Bacillus　i類が検出される～二と’は前者と同

じであるが，泳水の汚染時に　：Flavobacterium

は全くみられす，Alkaligenesに属すると思わ

れる菌群が多数に発見された。

総括並びに考按

　晒粉による浩毒を全く行わなV・プールに1おV・

ては，その使用人数の数にもよるが，大体1日

の使用で一般細菌数は既に限界（1m1中5，000）

を超え，M．P．N．値も可成り高くなり使用不

適となる．実際的に1～2日でi換水するヒとは

経済的に負担が大であり，滑毒剤による消毒が

必要となるが，晒粉の浩毒をもつてしても，5

～6日目以後は塩素消費が大となり，叉一般細

菌数も可成りの程度に死滅せすに残ってくるた

めに，この時期に至れば換水するのが望ましい

ように思われる．晒粉による消毒は従来の報告

通り，残留塩素量を0．2～0．5P．P．m．に保つ

のが理想的であるように思われる．しかし実際

に投入する晒粉量は計算量より遙かに多量を要

し，1日5kg～6kg（計；算：量2．0～2．2　P．P．m．）

を水泳終了後に投入するのがよいように思われ

る．しかし水の汚染が著しい時には更にそれ以

上の量を使用しなければならない．

　兎も角プール宙水の汚染は，入場人数，入場

者の入水前の処置降雨，プール周囲の環境並

びにプールの構造等に支配されるものである

が，残留塩素：量が0．2～0．5P．P．m．では漏水

の汚染が著しい時でもM．P．：N．値は0になる

が故に，残留塩素量を規定の如く保持すると共

に，一一般細菌数が3，000～5，000を超えなV・よ

うにし，且つとれを超える時は換水するのが望

ましいように．思われる．

　泳：水中のBacterlalβoraについては：，塩素消

毒の行わない場合に，始めはBacillus属の有胞

子粁菌群が多く，水の汚染と共に　Fravobacte－

rium　属の色素産生無胞子粁菌群の出現が著明

であった。：叉．塩i下溝毒i時には，Fravobacterium

の替りにAlcaligenes属の菌が多くみられた。

このことはこれらの菌の塩素に対する抵抗性の

重工によるものであろうと思われる．

結

　1．プール二水の浩毒は縄対必要であり，晒

粉を用うる時は泳水中の残留塩素量を0・2～

0・5P．P．m．を保持するようにする．実際には

投入晒粉量は毎日有効塩素量としての計算量

2．OP．P．m．以上になる如くする必要がある．

　2．水の汚染時における：Bacterial　doraとし

撃

て，晒粉を入れなV・時は1：Fravobacterium，晒粉・

投入時にはAlcaligenesの出現が著明であった．

　稿を終るに当り，御懇篤なる御指導と御絞閲の労と

を賜った谷敢授に深く感謝致します．又プール管理者

として便宜を計って戴いた紫錦台中学校教鍮田中先生

に感謝致します．
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